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計画提出書

月2021

NF3

t-CO2

t-CO2

46.9

様式１

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

事業の概要

原油換算した

燃料・熱・電気の合計量

98 人

4411

環 境 保 全 行 動

㎡
事
業
の
規
模

非エネルギー起源CO2

t-CO2

年

自 動 車 使 用 管 理

7 日19

SF6

住　所

自動車使用台数 601

HFC

t-CO2

N2O

t-CO2

氏　名

条例第２３条（自動車使用管理計画） 　第１項　　第２項

条例第１３条（環境保全行動計画）
提出根拠

t-CO2

 　第１項　　第３項

PFC

t-CO2

事業所

（宛先）札幌市長

10 飲料・たばこ・飼料製造業

kl

（代表者名）

策定しましたので、次のとおり提出します。

環 境 保 全 行 動

日本たばこ産業株式会社　北海道支社

従業員数

使用床面積

計 画 を
自 動 車 使 用 管 理

提出者

支社長　白男川　正行

札幌市中央区北３条西１５丁目１番地８

060-0003

札幌市生活環境の確保に関する条例に基づき、

事業所数

温室効果ガス排出
量

（二酸化炭素
　換算排出量）

台

18.0

その他

エネルギー起源CO2 メタン

t-CO2

年 31

環境保全行動

　　無）
備
考

環境マネジメントシステムの

別添のとおり

月

　　有（認証名

計画書
自動車使用管理

計画期間 日2021 4 年 31 日～

認証登録の有無及びその種類

2024 月



年 月 日～ 年 月 日

別添
環境保全行動計画書
自動車使用管理計画書

313

76.6 kg kg

%

3

%

１　基本的な方針

自動車使用に伴う二酸
化炭素排出量等の削減

　ＪＴは、自らの社会的責任を果たすため、地球環境への取組みを経営の最重要課題の一つと位置づけ、事業
活動を行う全ての地域において良識ある企業市民として、企業活動と環境との調和に向けた取り組みを推進す
ることとしています。
　たばこ営業部門では、廃棄物排出量の低減（再資源化率の向上）や、水使用量の低減の他、特に、二酸化炭
素排出量（輸送エネルギー、熱エネルギー）の低減を重点項目としております。

%

目標数値

ガソリン

【計画期間】

基準数値の
設定根拠

74.3

数値 単位
削減項目

%

基準数値

%

目標
削減率

%

単位

平成31（2019）年
度実績

２　行動目標

142021

行動目標
数値

2024



各車両の法定定期点検整備（３ヶ
月毎）を行うとともに、運転前点検
を徹底し性能維持を図る。

実施実施

行動計画 責任部課 2021

営業総務部

実行部課 年度

３　行動計画

行動
目標

2022 年度2023年度

実施

車両燃料による二酸化炭素排出
量の削減について、期別実績確定
後社内周知し、社員啓蒙を図る。

エコ・ドライブの実践のため、社員
教育の実施

営業総務部

2回

営業総務部 １回

実施

運転手

１回

―

実施

2回2回

１回

実施

―

全員

営業総務部

マイカー通勤の禁止と公共交通機
関の利用促進。
（2002年度から障害者以外のマイ
カー通勤を原則禁止）

自
動
車
の
使
用
に
伴
う
二
酸
化
炭
素

排
出
量
等
の
削
減



４　環境保全に係る実施組織体制

５　その他（環境保全活動の取り組み等）


